
は
じ
め
に

（
一
）
本
稿
の
目
的

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
五
日
、
明
治
政
府
に
お
い
て
軍
事
を
管
掌
す
る

官
庁
で
あ
っ
た
兵
部
省
の
中
に
、
新
た
に
「
軍
医
寮
」
と
い
う
組
織
が
設
け
ら
れ

た
。
軍
医
寮
の
設
置
は
、「
わ
が
国
の
医
療
行
政
制
度
史
に
お
い
て
は
、
以
後
軍

関
係
の
医
事
の
監
督
庁
が
大
学
（
の
ち
に
文
部
省
）
な
い
し
内
務
省
で
は
な
く
、

兵
部
省
（
の
ち
に
陸
、
海
軍
省
）
に
定
ま
り
、
軍
用
医
事
と
一
般
の
医
事
が
行
政

上
区
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
画
期
的
な
措
置
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
る
（
１
）。「
公
文

録
」
に
含
ま
れ
る
「
軍
医
寮
設
立
伺
（
２
）」
は
、
兵
部
省
の
上
申
書
を
中
心
に
、
そ
れ

に
対
す
る
意
見
を
求
め
ら
れ
た
大
学
東
校
の
答
申
書
な
ど
、
軍
医
寮
設
置
に
関
わ

る
諸
文
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
一
件
史
料
で
あ
る
。

「
公
文
録
」
と
は
、「
太
政
官
が
授
受
し
た
各
省
院
使
府
県
の
稟
請
お
よ
び
上
申

進
達
な
ど
を
こ
と
ご
と
く
収
録
し
、
こ
れ
を
各
官
庁
別
に
分
け
、
年
月
別
順
に
編

輯
し
た
も
の
」
を
基
本
と
す
る
文
書
群
で
あ
り
（
３
）、
現
在
は
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
原
則
と
し
て
正
本
に
は
文
書
の
原
本
、
副
本
に
は
そ
の
写
し
が
収

め
ら
れ
て
い
る
が
、
明
治
六
年
五
月
五
日
の
皇
城
火
災
に
よ
っ
て
太
政
官
の
文
書

が
焼
失
し
た
た
め
に
、
火
災
以
前
の
時
期
の
「
公
文
録
」
に
は
原
本
が
編
綴
さ
れ

て
い
な
い
。
先
述
の
「
軍
医
寮
設
立
伺
」
も
同
様
で
あ
る
。
当
該
期
の
「
公
文

録
」
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
は
中
野
目
徹
氏
の
分
析
（
４
）が
あ
り
、「
正
本
よ
り
も
副

本
の
方
が
原
本
に
近
い
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

史
料
状
況
が
決
し
て
良
い
と
は
言
え
な
い
明
治
政
府
最
初
期
の
研
究
に
と
っ
て
、

「
公
文
録
」
の
副
本
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
一
次
史
料
に
迫
り
得
る
貴
重
な
史
料

と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
見
の
限
り
未
だ
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
中

野
目
氏
は
火
災
以
前
の
「
公
文
録
副
本
」
に
関
し
て
、
今
日
に
伝
来
す
る
各
省
使

府
県
の
文
書
や
個
人
関
係
文
書
の
中
に
見
ら
れ
る
文
書
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
そ

の
性
格
を
一
層
明
確
に
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
幸
い
に

兵
部
省
の
史
料
は
、
同
省
か
ら
明
治
五
年
二
月
二
十
八
日
に
分
離
し
た
陸
軍
省
・

海
軍
省
へ
の
引
き
継
ぎ
、
敗
戦
後
の
米
国
に
よ
る
押
収
・
返
還
を
経
て
、
現
在
は

皇
城
火
災
以
前
の
「
公
文
録
」
の
性
格
に
つ
い
て

―
―
「
辛
未
七
月
兵
部
省
伺
」
所
収
「
軍
医
寮
設
立
伺
」（
副
本
）
の
検
討
か
ら
―
―

水

上

た
か
ね

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
二
十
二
号

二
〇
一
八
年
三
月
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防
衛
省
防
衛
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、「
公
文
録
」
収
録
史
料
と
対
照
可
能

な
兵
部
省
当
時
の
一
次
史
料
が
わ
ず
か
な
が
ら
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、「
軍
医
寮
設
立
伺
」
を
中
心
に
「
公
文
録
」
の
「
兵
部
省

伺
」
と
題
さ
れ
る
簿
冊
群
、
と
り
わ
け
そ
の
副
本
に
対
し
て
史
料
学
的
な
分
析
を

加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
皇
城
火
災
以
前
の
時
期
の
「
公
文
録
」
の
性
格
に
対
す
る

理
解
を
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
を
目
指
す
。

（
二
）
皇
城
火
災
以
前
の
時
期
の
「
公
文
録
」
の
編
纂
方
法
と
副
本

本
論
に
入
る
前
に
、
皇
城
火
災
以
前
の
時
期
の
「
公
文
録
」
の
編
纂
方
法
お
よ

び
副
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
中
野
目
徹
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
を

ま
と
め
て
お
き
た
い
（
５
）。

明
治
六
年
五
月
五
日
の
未
明
、
皇
城
（
旧
江
戸
城
）
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
、

太
政
官
・
宮
内
省
の
公
文
書
類
の
「
過
半
」
が
焼
失
し
た
。
た
だ
し
、
救
出
さ
れ

た
「
燼
余
」
の
文
書
も
相
当
数
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
翌
六
日
、
太
政
官
の

「
閣
議
」
に
お
い
て
、
諸
省
・
府
県
お
よ
び
太
政
官
内
の
各
部
局
に
対
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
設
置
さ
れ
て
以
来
作
成
し
た
文
書
を
前
身
の
組
織
か
ら
引
き
継
い
だ
簿

冊
ま
で
含
め
て
謄
写
・
提
出
す
る
こ
と
を
命
じ
る
達
が
決
定
さ
れ
、
翌
々
八
日
に

「
施
行
」
さ
れ
た
。
諸
省
宛
て
の
達
は
、
太
政
官
制
改
革
後
で
あ
る
明
治
四
年
八

月
以
降
の
分
を
な
る
べ
く
早
く
提
出
す
る
よ
う
求
め
、
明
治
六
年
一
月
以
降
の
分

に
つ
い
て
は
、
太
政
官
の
記
録
課
の
官
員
が
出
向
い
て
写
し
取
る
こ
と
を
通
達
し

て
い
る
。
火
災
か
ら
約
半
年
で
取
り
急
ぎ
必
要
と
す
る
時
期
の
書
類
の
謄
写
物
は

ほ
ぼ
収
集
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
元
に
記
録
課
で
は
、「
公
文
録
」（
お
よ

び
「
太
政
類
典
」）
の
編
纂
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

火
災
以
前
の
記
録
の
復
元
は
、
燃
え
残
っ
た
文
書
と
各
省
等
に
提
出
さ
せ
た
謄

写
物
を
材
料
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。
編
纂
者
に
つ
い
て
は
、「
公
文
録
」
の
各
簿

冊
の
巻
首
に
編
綴
さ
れ
て
い
る
件
名
目
次
の
罫
紙
一
行
目
に
、「
整
頓
」
者
と
し

て
書
か
れ
て
い
る
者
が
、
そ
の
簿
冊
の
編
纂
責
任
者
で
あ
る
。
簿
冊
の
巻
末
に
校

訂
者
と
謄
写
者
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
編
纂
責
任
者
は
上
位
の
属
官

（
判
任
官
）、
校
訂
者
は
下
位
の
属
官
、
謄
写
者
は
雇
の
写
字
生
で
あ
り
、
火
災
前

の
時
期
の
「
公
文
録
」
の
「
整
頓
」
者
は
、
宮
崎
幸
麿
・
伊
藤
修
・
植
松
有
経
・

中
沢
重
信
・
大
坪
格
・
太
田
正
隆
の
六
名
の
み
で
あ
る
と
い
う
。

「
公
文
録
」
の
正
本
に
は
太
政
官
か
太
政
官
記
録
課
の
罫
紙
が
使
用
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
、
副
本
の
中
に
は
各
省
や
府
県
の
銘
の
あ
る
罫
紙
が
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
副
本
の
中
に
は
各
省
等
に
提
出
さ
せ

た
謄
写
物
が
編
綴
さ
れ
て
い
る
簿
冊
が
あ
る
。
ま
た
、
副
本
に
は
、
天
皇
に
よ
る

裁
可
を
示
す
「
検
」
印
や
そ
の
他
の
印
判
が
あ
る
文
書
、
あ
る
い
は
焼
け
焦
げ
た

跡
が
あ
る
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
火
災
で
燃
え
残
っ
た

書
類
と
み
ら
れ
る
。
副
本
で
あ
っ
て
も
正
本
と
同
様
に
編
纂
物
が
編
綴
さ
れ
て
い

る
簿
冊
も
多
く
あ
り
、
こ
れ
ら
は
燃
え
残
っ
た
書
類
の
損
壊
が
激
し
く
編
綴
に
耐

え
な
か
っ
た
か
、
謄
写
の
状
態
が
悪
く
、
そ
の
ま
ま
で
は
編
綴
で
き
な
い
と
判
断

さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
と
い
う
。

結
論
と
し
て
中
野
目
氏
は
、「
原
本
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
火
災
以
前
の
「
公

文
録
」
に
つ
い
て
は
、「
燼
余
」
の
書
類
お
よ
び
各
省
使
・
府
県
等
か
ら
提
出
さ

せ
た
謄
写
書
類
に
よ
っ
て
副
本
が
編
纂
さ
れ
、
そ
れ
を
複
写
し
た
正
本
が
作
成
さ

れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
正
本
よ
り
も
副
本
の
方
が
原
本
に
近
い
テ
キ
ス
ト
に
な
っ

て
い
る
（
６
）」
と
述
べ
て
い
る
。

一
「
軍
医
寮
設
立
伺
」
の
構
成

本
節
で
は
、「
軍
医
寮
設
立
伺
」（
副
本
（
７
））

の
構
成
を
確
認
す
る
が
、
そ
の
前
に
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史
料
中
に
登
場
す
る
明
治
政
府
の
機
関
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
兵
部
省
は
、
明
治
二
年
七
月
八
日
の
「
職
員
令
」
に
基
づ
く
官
制
改
正
に

よ
り
、
軍
務
官
に
か
わ
っ
て
設
け
ら
れ
た
機
関
で
あ
る
。「
海
陸
軍
・
郷
兵
・
招

募
・
守
衛
・
軍
備
・
兵
学
校
等
事
」
の
「
総
判
」
を
掌
る
卿
を
長
と
し
て
、
大
輔
、

少
輔
、
大
丞
以
下
の
官
員
が
置
か
れ
、
省
中
に
は
兵
学
寮
・
武
庫
司
・
会
計
司
・

糺
問
司
が
設
け
ら
れ
た
。
本
省
は
東
京
に
置
か
れ
た
が
、
明
治
二
年
十
一
月
に
死

去
し
た
兵
部
大
輔
大
村
益
次
郎
の
遺
策
と
し
て
、
大
阪
が
陸
軍
建
設
の
拠
点
と

な
っ
て
お
り
、
同
所
に
は
兵
部
省
の
出
張
所
が
置
か
れ
て
い
た
。「
軍
医
寮
設
立

伺
」
に
は
「
軍
事
病
院
」
な
る
も
の
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
明
治
三
年
二
月
に

兵
部
省
が
開
設
し
た
大
阪
軍
事
病
院
と
考
え
ら
れ
る
。
大
阪
軍
事
病
院
に
は
医
学

校
が
併
設
さ
れ
、
蘭
医
の
ボ
ー
ド
イ
ン
や
中
典
医
の
緒
方
惟
準
（
８
）ら
を
中
心
に
診

療
・
軍
医
教
育
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
兵
部
省
は
明
治
五
年
二
月
二
十
七
日
に
廃

止
さ
れ
、
翌
日
陸
軍
省
と
海
軍
省
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
大
学
お
よ
び
大
学
東
校
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
明
治
元
年
中
に
新
政
府
は
、

旧
幕
府
の
昌
平
坂
学
問
所
・
医
学
所
・
開
成
所
を
接
収
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
昌
平
学

校
・
医
学
校
・
開
成
学
校
と
し
、
翌
二
年
六
月
に
は
、
昌
平
学
校
を
中
心
に
三
校

を
合
わ
せ
て
大
学
校
と
し
た
。
大
学
校
は
同
年
七
月
八
日
の
「
職
員
令
」
に
お
い

て
、
別
当
以
下
の
官
員
を
置
く
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
こ
の
と
き
大
博
士
、
少
博
士
、

大
助
教
と
い
っ
た
教
官
も
置
か
れ
て
い
る
。
同
年
十
二
月
十
七
日
、
大
学
校
を
大

学
と
改
め
、
医
学
校
を
大
学
東
校
、
開
成
学
校
を
大
学
南
校
と
改
称
し
た
。
明
治

四
年
七
月
十
八
日
の
文
部
省
設
置
に
伴
っ
て
大
学
は
廃
止
さ
れ
、
大
学
東
校
・
大

学
南
校
は
そ
れ
ぞ
れ
東
校
・
南
校
に
改
称
さ
れ
る
。

最
後
に
弁
官
に
つ
い
て
は
、
太
政
官
に
お
い
て
文
書
の
受
付
・
伝
達
を
担
っ
た

部
局
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、「
軍
医
寮
設
立
伺
」（
副
本
）
の
構
成
を
見
て
い
こ
う
（【
表
１
】

参
照
）。
各
文
書
の
番
号
（
丸
数
字
）
は
、
収
録
順
に
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ

り
、
以
下
本
稿
中
の
丸
数
字
は
い
ず
れ
も
こ
の
史
料
番
号
に
対
応
し
て
い
る
。

�
は
、
庚
午
（
明
治
三
年
）
七
月
十
八
日
付
で
兵
部
省
が
弁
官
に
宛
て
た
上
申

書
で
あ
り
、
陸
軍
省
十
行
罫
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、「
軍
事
病
院
」
を

「
軍
医
寮
」
と
改
め
、
病
院
掛
の
緒
方
（
惟
準
）
宮
内
中
典
医
を
軍
医
寮
権
頭
に

任
じ
る
こ
と
、
ま
た
、
兵
学
寮
の
教
官
の
官
名
を
別
紙
（
史
料
�
）
の
通
り
に
定

め
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
罫
紙
の
右
半
面
（
オ
モ
テ
面
）
の
上
部
に
は
、

「
軍
医
病
院
ノ
名
称
ニ
而
取
広
メ
可
申
、
寮
ノ
名
ハ
難
被
及
御
採
用
候
事
」
と
い

う
指
令
を
記
し
た
紙
片
（
付
紙
）
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
（【
写
真
１
】
（
９
））。

【表１】「軍医寮設立伺」（副本）の構成

� 庚午七月十八日 兵部省→弁官 《陸軍省十行罫紙》

� �の別紙 《陸軍省八行罫紙》

� 庚午八月三日 兵部省→弁官 《陸軍省八行罫紙》

� 庚午十月 兵部省→弁官 《陸軍省十行罫紙》

� 庚午閏十月四日 大学東校→弁官 《文部省十行罫紙》

� 庚午閏十月九日 兵部省→弁官 《陸軍省十行罫紙》

� 辛未正月二十七日 兵部省→弁官 《陸軍省十行罫紙》

� 辛未五月九日 兵部省→弁官 《陸軍省十行罫紙》

	 未五月端午 松本良順「兵部病院医学寮建議」

《陸軍省八行罫紙小／無銘十行罫紙小／無地紙大》


 辛未五月十日 弁官→大学 《文部省十行罫紙》

� 辛未五月十二日 大学→弁官 《文部省十行罫紙》

� 辛未七月（五日） 太政官→兵部省 《陸軍省十行罫紙》


 （明治四年）七月五日 弁官→大学 《文部省十行罫紙》

� 辛未七月（五日） 太政官布告 《太政官十行罫紙》

※庚午＝明治三年／辛未＝明治四年
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�
は
、
陸
軍
省
八
行
罫
紙
を
用
い
て
、
兵
学
寮
官
員
・
教
官
の
官
名
・
官
位
を

表
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
�
の
「
別
紙
」
と
み
ら
れ
る
。

�
は
、
庚
午
（
明
治
三
年
）
八
月
三
日
付
で
兵
部
省
が
弁
官
に
宛
て
た
上
申
書

で
あ
り
、
陸
軍
省
八
行
罫
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
兵
部
省
の
軍
医
寮
設

置
願
い
に
対
し
、
前
日
（「
昨
日
」）
に
土
方
（
久
元
）
中
弁
・
江
藤
（
新
平
）
中

弁
か
ら
河
村
（
純
義
）
兵
部
大
丞
へ
、
軍
医
寮
を
設
置
せ
ず
と
も
「
大
病
院
」
か

ら
し
か
る
べ
き
人
物
が
「
軍
事
病
院
」
に
出
仕
す
れ
ば
よ
い
旨
の
「
示
談
」
が

あ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
当
面
は
そ
の
通
り
で
よ
い
と
し
、
石
井
（
信
義
）
大
学

少
博
士
・
池
田
（
秀
之
、
謙
斎
）
大
学
大
助
教
・
竹
内
（
正
信
）
大
学
大
助
教
に

「
当
官
ヲ
以
テ
軍
医
病
院
ヘ
出
仕
」
を
命
ぜ
ら
れ
た
く
、
つ
い
て
は
早
速
兵
部
省

大
阪
出
張
所
へ
出
向
く
よ
う
達
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
指
令
は
記
さ

れ
て
い
な
い
。

�
は
、
庚
午
（
明
治
三
年
）
十
月
付
で
兵
部
省
が
弁
官
に
宛
て
た
上
申
書
で
あ

り
、
陸
軍
省
十
行
罫
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
軍
医
寮
に
関
す
る
「
申

立
」
に
対
す
る
付
紙
で
の
却
下
を
受
け
て
、
改
め
て
軍
医
寮
の
設
置
と
大
学
「
南

校
」（
東
校
の
誤
り
）
よ
り
島
村
（
鼎
、
鼎
甫
）
大
学
少
博
士
・
坪
井
（
為
春
）

大
学
少
博
士
・
竹
内
（
正
信
）
大
学
大
助
教
の
「
転
勤
」
を
要
請
し
、
島
村
・
坪

井
は
軍
医
助
、
竹
内
は
軍
医
権
助
に
任
ぜ
ら
れ
る
よ
う
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
軍

医
寮
や
軍
事
病
院
の
「
趣
意
」
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
判
断
か
ら
、
戦
時

で
な
く
と
も
「
兵
隊
入
寮
」
の
際
に
は
身
体
検
査
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
指
令
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

�
は
、
庚
午
（
明
治
三
年
）
閏
十
月
四
日
付
で
大
学
東
校
が
弁
官
に
宛
て
た
上

申
書
で
あ
り
、
こ
れ
は
文
部
省
十
行
罫
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
兵
部
省

の
軍
医
寮
設
置
伺
い
（
�
）
を
受
け
て
、
軍
医
寮
設
置
に
は
賛
成
す
る
が
、「
医

員
撰
挙
」
は
東
校
に
委
任
さ
れ
る
こ
と
、
坪
井
少
博
士
ほ
か
二
名
の
転
任
は
免
ぜ

ら
れ
る
こ
と
、
人
選
は
兵
部
省
か
ら
東
校
へ
相
談
の
上
で
取
り
計
ら
う
よ
う
命
ぜ

ら
れ
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

�
は
、
庚
午
（
明
治
三
年
）
閏
十
月
九
日
付
で
兵
部
省
が
弁
官
に
宛
て
た
上
申

書
で
あ
り
、
陸
軍
省
十
行
罫
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。
軍
医
寮
設
置
の
許
可
を
催
促

す
る
内
容
で
あ
り
、
�
に
対
す
る
指
令
が
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

�
は
、
辛
未
（
明
治
四
年
）
正
月
二
十
七
日
付
で
兵
部
省
が
弁
官
に
宛
て
た
上

申
書
で
あ
り
、
陸
軍
省
十
行
罫
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
軍
医
寮
設
置
願

い
に
対
す
る
「
軍
医
病
院
之
名
称
ニ
而
取
広
メ
可
申
段
、
御
附
紙
御
沙
汰
」
を
受

け
て
、
兵
士
の
入
寮
・
入
隊
の
際
に
身
体
検
査
を
軍
医
寮
に
お
い
て
行
な
う
こ
と
、

「
軍
医
之
規
則
・
医
員
等
級
名
称
」
を
確
立
し
な
け
れ
ば
「
医
員
之
褒
貶
」
も
難

し
い
こ
と
、
当
三
月
あ
る
い
は
四
月
に
は
大
阪
陸
軍
所
に
二
千
人
程
の
兵
卒
が
入

隊
予
定
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
理
由
を
も
っ
て
、
改
め
て
軍
医
寮
の
設
置
を
求
め
、

同
時
に
緒
方
（
惟
準
）
宮
内
中
典
医
を
軍
医
寮
頭
に
任
じ
る
こ
と
を
求
め
た
も
の

で
あ
る
。
兵
部
省
大
阪
出
張
所
か
ら
「
毎
々
催
促
」
を
受
け
て
い
る
と
し
て
、
至

急
の
指
令
を
要
請
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
指
令
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

�
は
、
辛
未
（
明
治
四
年
）
五
月
九
日
付
で
兵
部
省
が
弁
官
に
宛
て
た
、「
別

【写真１】「軍医寮設立伺」
（副本）①の付紙
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帖
松
本
良
順
軍
医
寮
建
設
之
見
込
」（
史
料
�
）
の
添
え
状
で
あ
り
、
陸
軍
省
十

行
罫
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。

�
は
、「
未
五
月
端
午
」（
明
治
四
年
五
月
五
日
）
付
で
松
本
良
順
（
大
学
出

仕
・
兵
部
省
病
院
御
用
掛
兼
勤
）
が
作
成
し
た
「
兵
部
病
院
医
学
寮
建
議
」
で
あ

る
。
用
紙
は
、
本
文
に
は
他
よ
り
も
小
さ
い
サ
イ
ズ
の
陸
軍
省
八
行
罫
紙
が
用
い

ら
れ
、
添
付
資
料
と
み
ら
れ
る
部
分
に
は
、
同
じ
く
他
よ
り
も
小
さ
い
サ
イ
ズ
の

無
銘
十
行
罫
紙
と
大
判
の
無
地
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、「
軍
局
ニ
属

ス
ル
医
官
」
の
職
掌
・
組
織
方
法
、「
軍
局
病
院
」
お
よ
び
「
医
学
校
」
の
設

立
・
運
営
方
法
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

�
は
、
辛
未
（
明
治
四
年
）
五
月
十
日
付
で
弁
官
が
大
学
に
宛
て
た
下
問
書
で

あ
り
、
文
部
省
十
行
罫
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
兵
部
省
の
「
申
立
」

（
�
�
）
に
対
す
る
考
え
を
問
う
た
も
の
で
あ
る
。

�
は
、
辛
未
（
明
治
四
年
）
五
月
十
二
日
付
で
大
学
が
弁
官
に
宛
て
た
も
の
で

あ
り
、
文
部
省
十
行
罫
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
軍
医
寮
設
置
に
関
す
る

「
松
本
良
順
建
白
書
」（
�
）
に
つ
い
て
の
下
問
（
�
）
に
対
す
る
返
答
書
で
あ
り
、

「
官
費
ヲ
以
テ
建
ル
医
学
校
ハ
全
ク
海
陸
軍
ノ
医
官
ヲ
教
育
ス
ル
為
ナ
ル
カ
故

ニ
」
東
校
を
廃
止
し
て
「
軍
医
学
寮
」
を
設
け
る
こ
と
や
、「
兵
部
中
ノ
医
局
ヲ

以
テ
天
下
ノ
医
事
ヲ
統
括
ス
ル
」
こ
と
に
反
対
し
、「
政
府
ノ
医
局
ヲ
以
テ
兵
部

ノ
医
局
モ
当
時
之
ヲ
管
ス
ル
」
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

�
は
、
辛
未
（
明
治
四
年
）
七
月
付
で
太
政
官
が
兵
部
省
に
対
し
、
省
中
に
軍

医
寮
を
設
置
す
る
こ
と
を
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
「
七
月
五
日
」
と
い
う

記
載
が
あ
り
、
用
紙
は
陸
軍
省
十
行
罫
紙
で
あ
る
。

�
は
、
兵
部
省
中
に
軍
医
寮
が
設
置
さ
れ
、「
別
紙
之
通
同
省
〔
兵
部
省
〕
へ

御
達
」
が
あ
っ
た
旨
を
、「
七
月
五
日
」
付
で
弁
官
が
大
学
に
通
知
し
た
も
の
で

あ
り
、
文
部
省
十
行
罫
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
�
は
、
兵
部
省
中
に
軍
医
寮
を
設
置
す
る
こ
と
を
示
し
た
、
辛
未
（
明

治
四
年
）
七
月
付
の
太
政
官
布
告
で
あ
り
、
冒
頭
に
は
「
七
月
五
日
公
布
」
と
朱

書
さ
れ
て
い
る
。「
軍
医
寮
設
立
伺
」（
副
本
）
の
中
で
は
、
こ
の
文
書
の
み
太
政

官
十
行
罫
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
が
「
軍
医
寮
設
立
伺
」（
副
本
）
の
構
成
で
あ
る
。
上
申
に
至
る
経
緯
に

関
す
る
記
述
に
注
目
す
る
と
、
前
後
の
文
書
が
直
接
的
に
は
繫
が
っ
て
い
な
い
場

合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
文
書
間
に
は
こ
こ
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
文
書
や
、
文

書
に
は
残
ら
な
い
や
り
取
り
す
ら
あ
っ
た
可
能
性
を
、
常
に
念
頭
に
置
く
必
要
が

あ
ろ
う
。
一
方
、
正
本
に
つ
い
て
は
、
副
本
と
の
間
で
基
本
的
な
文
書
構
成
に
差

異
は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
助
詞
・
送
り
仮
名
・
闕
字
等
の
表
記
の
違
い
や

誤
写
は
あ
り
、
さ
ら
に
、
修
正
の
跡
や
付
箋
、
差
出
・
宛
先
・
日
付
の
表
記
方
法

等
、
清
書
に
際
し
て
省
略
さ
れ
た
り
整
え
ら
れ
た
り
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。

二
「
軍
医
寮
設
立
伺
」
お
よ
び
「
兵
部
省
伺
」
副
本
の
検
討

「
軍
医
寮
設
立
伺
」
は
、「
公
文
録
」
の
「
兵
部
省
伺
」
と
題
さ
れ
る
（
表
紙
に

は
「
兵
部
省
之
部
」
と
記
さ
れ
る
）
簿
冊
群
の
う
ち
、
辛
未
（
明
治
四
年
）
七
月

の
簿
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
軍
医
寮
設
立
伺
」
に
ま
と
め
ら
れ
た

文
書
は
、
皇
城
火
災
後
に
至
急
の
提
出
が
求
め
ら
れ
た
明
治
四
年
八
月
以
降
の
分

で
は
な
く
、
全
て
明
治
四
年
七
月
以
前
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
他

の
「
兵
部
省
伺
」
収
録
文
書
に
も
言
及
し
な
が
ら
、
史
料
の
性
格
を
検
討
し
た
い
。

（
一
）
副
本
の
特
徴

「
軍
医
寮
設
立
伺
」（
副
本
）
の
用
紙
は
、
陸
軍
省
罫
紙
・
文
部
省
罫
紙
・
太
政

官
罫
紙
・
無
銘
罫
紙
・
無
地
紙
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
簿
冊
の
名
称
は
「
兵
部
省
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伺
」
で
あ
る
が
、
全
て
が
陸
軍
省
か
ら
提
出
さ
れ
た
謄
写
書
類
で
は
な
く
、
大
学

関
係
の
書
類
に
つ
い
て
は
後
身
で
あ
る
文
部
省
か
ら
提
出
さ
れ
た
謄
写
書
類
が
編

綴
さ
れ
て
い
る
。「
公
文
録
」
の
「
兵
部
省
伺
」
全
体
に
つ
い
て
見
る
と
、
副
本

に
は
太
政
官
罫
紙
や
陸
軍
省
罫
紙
・
海
軍
省
罫
紙
に
加
え
て
、
大
蔵
省
ほ
か
の
各

省
や
弾
正
台
、
開
拓
使
、
東
京
府
ほ
か
の
各
府
県
の
罫
紙
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ご

く
稀
に
兵
部
省
罫
紙
も
見
ら
れ
る
が
、
燃
え
残
っ
た
文
書
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

各
機
関
の
罫
紙
は
八
行
の
も
の
と
十
行
の
も
の
が
交
じ
っ
て
い
る
。
八
行
罫
紙
か

ら
十
行
罫
紙
に
改
定
さ
れ
た
の
が
明
治
六
年
六
月
十
日
、
十
三
行
罫
紙
に
改
定
さ

れ
た
の
が
明
治
八
年
四
月
八
日
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
際
も
使
い
残
し
た
従
来
の

罫
紙
は
「
取
交
セ
相
用
ヒ
不
苦
」
と
さ
れ
た
（
１０
）。
余
っ
た
罫
紙
が
提
出
用
に
使
わ
れ

た
可
能
性
は
高
い
た
め
、
罫
紙
の
行
数
か
ら
謄
写
時
期
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し

い
。用

紙
の
種
類
は
簿
冊
に
よ
っ
て
傾
向
が
異
な
っ
て
お
り
、
明
治
二
年
中
の
簿
冊

（
七
月
〜
十
月
と
十
一
月
〜
十
二
月
の
二
冊
）
に
は
陸
軍
省
・
海
軍
省
い
ず
れ
の

罫
紙
も
含
ま
れ
ず
、
大
蔵
省
等
の
罫
紙
は
含
ま
れ
て
い
る
が
、
大
半
が
太
政
官
十

行
罫
紙
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、「
京
都
兵
部
省
伺
」（
明
治
二
年
七
月

〜
十
二
月
の
一
冊
）
と
い
う
簿
冊
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
全
て
太
政
官
十

行
罫
紙
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
四
年
十
月
以
降
の
簿
冊
（
明
治
四
年

は
十
月
〜
十
一
月
と
十
二
月
の
二
冊
、
明
治
五
年
は
正
月
と
二
月
の
二
冊
）
に
収

録
さ
れ
た
文
書
は
ほ
ぼ
清
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
添
付
資
料
の
図
表
や
冊
子
を

除
け
ば
、
明
治
四
年
の
二
冊
は
全
て
太
政
官
十
行
罫
紙
、
明
治
五
年
の
二
冊
は
明

治
四
年
七
月
以
前
の
文
書
（
太
政
官
十
行
罫
紙
）
を
除
い
て
全
て
太
政
官
記
録
課

十
行
罫
紙
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
軍
医
寮
設
立
伺
」（
副
本
）
と
類
似
の
特
徴

を
持
つ
史
料
を
含
む
「
兵
部
省
伺
」
の
副
本
は
、
明
治
三
年
正
月
か
ら
明
治
四
年

九
月
ま
で
の
計
十
六
冊
と
な
る
。

「
軍
医
寮
設
立
伺
」
が
含
ま
れ
る
辛
未
（
明
治
四
年
）
七
月
の
簿
冊
の
編
纂
者

は
、
責
任
者
が
少
主
記
中
沢
重
信
、
校
訂
者
が
十
三
等
出
仕
巌
本
範
治
、
謄
写
者

が
写
字
生
松
本
高
明
で
あ
る
。「
公
文
録
」
の
「
兵
部
省
伺
」
は
、「
整
頓
」
者
の

記
載
が
無
い
明
治
四
年
正
月
と
同
年
八
月
以
降
の
簿
冊
を
除
く
と
、
全
て
中
沢
が

編
纂
責
任
者
（「
整
頓
」）
に
な
っ
て
い
る
。
中
沢
の
肩
書
は
、
明
治
二
年
の
簿
冊

は
「
権
中
主
記
」、
明
治
三
年
以
降
の
簿
冊
は
「
少
主
記
」
と
な
っ
て
お
り
、
明

治
二
年
の
分
が
後
か
ら
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
一
方
、
校
訂
者
と
謄
写
者

は
簿
冊
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。

�
明
治
三
年
閏
十
月
四
日
の
大
学
東
校
上
申
書
の
最
後
に
は
、「
右
御
下
問

闕
」
と
墨
書
さ
れ
た
貼
紙
が
あ
る
。
正
本
に
は
こ
の
文
字
し
か
書
き
写
さ
れ
て
い

な
い
が
、
副
本
の
貼
紙
の
下
に
は
朱
書
で
「
兵
部
省
伺
書
欠
」
と
い
う
記
載
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
透
か
し
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
文
部
省
に
お
い
て
あ

る
い
は
編
纂
の
初
期
の
段
階
で
、
�
の
文
中
に
登
場
す
る
「
兵
部
省
ヨ
リ
伺
出
」

が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
た
め
、
朱
書
で
「
兵
部
省
伺
書
欠
」
と
記
し
た
が
、
編
纂

の
過
程
で
陸
軍
省
か
ら
提
出
さ
れ
た
�
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、

編
纂
者
が
貼
紙
で
「
右
御
下
問
闕
」
に
修
正
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
編
纂
者
や
提
出
元
の
各
省
使
府
県
の
補
足
説
明
が
、
紙
で
貼
り

付
け
ら
れ
て
い
た
り
直
接
書
き
込
ま
れ
て
い
た
り
す
る
例
は
多
い
。
そ
れ
ら
の
ほ

と
ん
ど
は
無
記
名
で
日
付
の
記
載
も
無
い
が
、「
兵
部
省
伺
」
副
本
の
辛
未
（
明

治
四
年
）
五
月
の
簿
冊
中
に
は
、「
御
達
見
本
御
指
令
不
見
旨
陸
軍
省
申
出

七

年
五
月
廿
八
日
誌
㊞
〔
中
沢
重
信
〕」
と
い
う
、（
明
治
）
七
年
五
月
二
十
八
日
の

日
付
と
編
纂
責
任
者
中
沢
重
信
の
朱
印
を
持
つ
貼
紙
が
あ
り
（
１１
）、
編
纂
は
こ
の
頃
に

行
な
わ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

�
の
松
本
良
順
の
建
議
は
、
罫
紙
が
他
と
比
べ
て
小
さ
く
、
�
と
の
間
に
は
裏

表
紙
と
思
わ
れ
る
同
じ
サ
イ
ズ
の
無
記
載
の
陸
軍
省
罫
紙
が
入
っ
て
お
り
、
図
表
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も
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
軍
医
寮
設
立
伺
」
中
の
他
の
文
書
と
異
な
り
、
こ

の
建
議
に
は
朱
筆
が
多
く
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
加
筆
の
形
で
は
な
く
文
章
の
途
中

か
ら
朱
書
き
に
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
こ
れ
は
元
の
史
料
に
施
さ
れ
て
い
た

修
正
を
朱
書
の
形
で
反
映
さ
せ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
陸
軍
省
罫
紙
が
使
用
さ

れ
て
い
る
た
め
、
兵
部
省
時
代
の
原
本
で
は
な
く
陸
軍
省
時
代
の
謄
写
物
で
あ
る

が
、
極
力
元
の
体
裁
や
文
書
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
残
そ
う
と
し
た
も
の
と
み
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
日
付
と
署
名
（「
未
五
月
端
午

松
本
良
順
」）
が
や
や
不
自
然

な
位
置
に
あ
る
た
め
、
乱
丁
の
可
能
性
が
あ
る
。

（
二
）
未
収
録
文
書
に
つ
い
て

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
「
軍
医
寮
設
立
伺
」
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
前
後
の

文
書
が
直
接
的
に
は
繫
が
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
同
史
料
か
ら
は
そ
の
間
の
事
情

が
不
明
な
場
合
も
少
な
く
な
い
。

例
え
ば
松
本
良
順
の
建
議
（
�
）
は
、
そ
の
添
え
状
（
�
）
に
よ
る
と
、「
為

御
参
考
差
出
申
候
」、
つ
ま
り
参
考
資
料
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
直
前
の

�
の
上
申
書
か
ら
は
三
ヶ
月
以
上
も
経
っ
て
お
り
、
こ
れ
だ
け
で
は
や
や
唐
突
な

印
象
を
受
け
る
。
実
は
、
陸
軍
軍
医
団
が
編
纂
し
た
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
』
に
は
、

同
じ
日
付
で
兵
部
省
が
弁
官
に
宛
て
た
軍
医
寮
設
置
を
求
め
る
上
申
書
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
凡
例
の
記
述
か
ら
、
こ
の
上
申
書
の
出
所
は
「
陸
軍
省
医
務
局
保
存

ノ
記
録
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
（
１２
）。
兵
部
省
は
軍
医
寮
の
設
置
を
重
ね
て
求
め

た
こ
の
上
申
書
の
参
考
資
料
と
し
て
、
松
本
良
順
の
建
議
（
�
）
を
弁
官
に
提
出

し
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
参
考
資
料
だ
け
が
「
軍
医
寮
設
立
伺
」
に
収
録
さ
れ

る
結
果
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
明
治
三
年
八
月
三
日
の
弁
官
宛
て
兵
部
省
上
申
書
（
�
）
で
は
、
中
弁

か
ら
の
「
示
談
」
を
受
け
て
、
石
井
大
学
少
博
士
・
池
田
大
学
大
助
教
・
竹
内
大

学
大
助
教
の
「
当
官
ヲ
以
テ
軍
医
病
院
ヘ
出
仕
」
を
求
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

続
け
て
収
録
さ
れ
て
い
る
明
治
三
年
十
月
の
弁
官
宛
て
兵
部
省
上
申
書
（
�
）
で

は
、
軍
医
寮
に
関
す
る
「
申
立
」
に
対
す
る
付
紙
で
の
却
下
を
受
け
て
、
改
め
て

軍
医
寮
の
設
置
と
大
学
東
校
よ
り
島
村
大
学
少
博
士
・
坪
井
大
学
少
博
士
・
竹
内

大
学
大
助
教
の
「
転
勤
」
を
要
請
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
医
員
に
つ
い
て
、
八

月
三
日
の
段
階
で
は
、
さ
し
あ
た
り
大
学
東
校
に
所
属
し
た
ま
ま
で
の
大
阪
軍
事

病
院
出
仕
（
兼
勤
）
を
求
め
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
十
月
に
な
る
と
、
軍
医

寮
の
設
置
と
同
寮
へ
の
医
員
の
転
属
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
対

象
と
な
る
人
物
に
も
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

軍
医
寮
に
関
す
る
「
申
立
」
が
付
紙
で
却
下
さ
れ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
未

詳
で
あ
る
が
、
兵
部
省
の
医
員
派
遣
要
請
に
対
し
て
、「
大
学
（
も
し
く
は
大
学

東
校
）
は
こ
の
人
事
を
容
易
に
承
服
し
な
か
っ
た
ら
し
く
」、「
大
学
が
そ
の
申
出

を
な
か
な
か
受
け
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
兵
部
省
の
態
度
を
硬
化
さ
せ
」
た
と
の

指
摘
が
あ
る
（
１３
）。
こ
の
間
の
明
治
三
年
十
月
二
日
に
兵
部
省
は
弁
官
に
対
し
、
石
井

少
博
士
と
竹
内
大
助
教
に
「
本
官
ヲ
以
テ
大
坂
軍
事
病
院
出
仕
」
を
命
じ
る
よ
う

求
め
た
が
、
翌
々
四
日
に
弁
官
は
、
石
井
少
博
士
は
大
学
の
「
申
立
」
に
よ
り
既

に
「
大
坂
理
学
所
出
張
」
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
他
の
者
を
選
ぶ
よ
う
兵
部

省
に
返
答
し
た
（
１４
）。
石
井
少
博
士
の
代
わ
り
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
兵
部
省
は

同
日
弁
官
に
対
し
、
島
村
少
博
士
に
「
以
本
官
大
坂
軍
事
病
院
出
仕
」
を
命
じ
る

よ
う
求
め
て
い
る
（
１５
）。
こ
れ
ら
の
文
書
は
い
ず
れ
も
「
公
文
録
」
に
収
め
ら
れ
て
お

り
、
副
本
の
用
紙
は
全
て
陸
軍
省
十
行
罫
紙
で
あ
る
た
め
（
１６
）、
同
省
か
ら
提
出
さ
れ

た
謄
写
書
類
と
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
史
料
�
や
�
と
関
係
の
深
い
文
書
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
軍
医
寮
設
立
伺
」
と
は
別
の
一
件
と
し
て
、「
兵
部
省

伺
」
の
庚
午
（
明
治
三
年
）
十
月
〜
閏
十
月
の
簿
冊
に
二
号
に
わ
た
っ
て
収
め
ら

れ
て
い
る
。「
兵
部
省
伺
」
の
中
に
、
文
部
省
な
ど
他
機
関
の
謄
写
書
類
が
含
ま
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れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
公
文
録
」
の
各
一
件
史
料
の
ま
と
ま
り
は
、
提
出
元

の
各
機
関
の
文
書
保
存
状
況
を
土
台
と
し
つ
つ
、
記
録
課
で
の
編
纂
作
業
に
よ
っ

て
再
構
成
さ
れ
た
部
分
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三

防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
史
料
と
の
対
照

―
指
令
付
札
を
め
ぐ
っ
て

明
治
三
年
七
月
十
八
日
の
兵
部
省
上
申
（
�
）
に
対
す
る
指
令
は
、「
公
文

録
」
の
正
本
で
は
上
申
書
の
最
後
に
朱
筆
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
が
、
副
本
で
は

指
令
を
記
し
た
紙
が
上
申
書
の
上
部
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
（
付
紙
）。
さ
ら

に
こ
の
付
紙
に
は
、「
弁
官
印
」
と
篆
刻
さ
れ
た
方
印
が
朱
で
書
き
写
さ
れ
て
い

る
（【
写
真
１
】）。「
公
文
録
」
の
「
兵
部
省
伺
」
に
収
録
さ
れ
た
伺
い
↓
指
令
の

形
を
と
る
文
書
に
関
し
て
は
、
副
本
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
指
令
は
上
申
書
の
最

後
に
文
面
が
朱
筆
で
書
き
込
ま
れ
る
か
、
そ
の
横
に
「
付
紙
」
な
ど
と
注
記
さ
れ

て
い
る
だ
け
の
も
の
が
多
い
。
し
か
し
稀
に
、
印
や
付
箋
の
跡
ま
で
写
し
取
ら
れ

た
も
の
や
、
史
料
�
の
よ
う
に
実
際
に
付
箋
を
貼
る
こ
と
で
、
そ
の
形
態
が
復
元

さ
れ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。「
兵
部
省
伺
」
か
ら
三
例
挙
げ
よ
う
（【
写
真
２
】）。

〈
例
１
〉
は
、
庚
午
（
明
治
三
年
）
四
月
二
十
四
日
付
で
兵
部
省
が
弁
官
に
宛

て
た
上
申
書
で
あ
る
（
１７
）。
本
文
は
、「
海
軍
操
練
所
生
徒
稽
古
之
為
、
兼
而
同
所
前

ニ
繫
有
之
候
千
代
田
形
艦
ニ
於
テ
、
毎
夕
規
則
之
号
砲
打
方
い
た
し
度
段
申
出
候
、

右
者
御
差
支
無
之
候
ハ
ヽ
御
許
容
相
成
候
様
致
度
、
此
段
相
伺
候
也
」
と
墨
書
さ

れ
て
い
る
。
上
申
書
の
最
後
に
は
、「
可
為
伺
之
通
事
」
と
い
う
指
令
が
朱
書
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
下
に
は
、「
受
付
布
告
掛
」
の
丸
印
が
同
じ
く
朱
筆
で
書
き
写

さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
海
軍
関
係
で
あ
る
が
、
陸
軍
省
八
行
罫
紙
に
記
さ
れ
て
お

り
、
同
省
か
ら
提
出
さ
れ
た
謄
写
書
類
と
み
ら
れ
る
。

〈
例
２
〉
は
、
庚
午
（
明
治
三
年
）
六
月
付
で
兵
部
省
が
弁
官
に
宛
て
た
上
申

書
で
あ
る
（
１８
）。
用
紙
は
陸
軍
省
十
行
罫
紙
で
あ
り
、
本
文
は
「
第
四
大
隊
二
番
小
隊

兵
卒
八
三
郎
義
、
別
紙
口
書
之
通
罪
状
有
之
ニ
付
、
以
軍
律
被
処
死
刑
度
、
此
段

奉
伺
候
也
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。〈
例
１
〉
と
同
じ
く
最
後
に
指
令
が
朱
書
さ

れ
て
い
る
が
、
記
載
方
法
は
少
し
異
な
る
。「
伺
之
通
」
と
い
う
文
言
は
墨
書
の

枠
で
囲
ま
れ
、
そ
の
下
部
に
「
受
付
掛
」
の
丸
印
が
朱
筆
で
書
き
写
さ
れ
、
さ
ら

に
枠
囲
み
の
右
肩
に
は
「
右
附
紙
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
元
の
史
料
で
は
指
令

が
付
紙
に
記
さ
れ
、
そ
の
付
紙
に
は
「
受
付
掛
」
の
割
印
が
据
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

〈
例
３
〉
は
、
辛
未
（
明
治
四
年
）
正
月
二
十
日
付
で
東
京
府
が
弁
官
に
宛
て

た
上
申
書
で
あ
る
（
１９
）。
内
容
は
省
略
す
る
が
、
本
文
は
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
指
令
は

「
伺
之
通
」
と
墨
書
さ
れ
た
付
紙
が
、
本
紙
の
上
部
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
紙
と
付
紙
の
間
で
割
印
に
な
る
形
で
「
弁
官
之
印
」
と
い
う
方
印
が

朱
筆
で
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
東
京
府
十
行
罫
紙
に
記
さ
れ
て
お
り
、

同
府
か
ら
提
出
さ
れ
た
謄
写
書
類
と
考
え
ら
れ
る
。
上
申
書
の
作
成
者
も
東
京
府

で
あ
り
、
兵
部
省
の
上
申
書
以
外
で
も
史
料
�
の
よ
う
な
指
令
の
様
式
が
確
認
で

き
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
御
指
令
済
書
類
（
２０
）」
と
い

う
史
料
を
取
り
上
げ
た
い
。
表
紙
に
「
陸
軍
記
室
」
と
い
う
四
角
形
の
朱
印
が
押

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
陸
軍
省
旧
蔵
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
三
年

と
明
治
四
年
の
簿
冊
が
一
冊
ず
つ
残
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
基
本
的
な
性
格
は
同

じ
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
明
治
四
年
は
文
書
の
様
式
の
変
化
が
激
し
い
。
後
の

議
論
と
の
関
係
か
ら
、
以
下
で
は
明
治
三
年
の
簿
冊
に
つ
い
て
詳
述
す
る
（【
表

２
】
参
照
）。
収
録
さ
れ
て
い
る
文
書
は
兵
部
省
時
代
の
一
次
史
料
と
み
ら
れ
、

兵
部
省
八
行
罫
紙
を
用
い
、
か
つ
指
令
が
記
さ
れ
た
付
紙
（
指
令
付
札
）
を
持
つ

56



【写真２】「兵部省伺」副本に収録されている指令の形態が示された文書

〈例２〉〈例１〉

〈例３〉
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【表２】「御指令済書類」（明治三年）収録文書

←〈例１〉

付札の印

受付布告掛

―

受付掛

受付布告掛
ヵ
（かすれ）

―

受付布告掛

受付布告掛

（本紙に割印
の跡「掛」）

受付布告掛

受付布告掛

受付布告掛

�受付布告
掛

�受付布告
掛ヵ
（かすれ）

受付布告掛

受付布告掛

―

―

―

受付掛

受付布告掛

受付布告掛

受付掛

受付掛

付札指令

「可為伺之通事」

「奏任出仕ニ候事」

「伺之通」

「父母之忌五十日中ト雖、役柄
ニ依リ除服被仰付輩モ可有之、
其余ハ供奉不相成候事」

―

「伺之通」

「可為伺之通」

―

「伺之通、地図者留置候」

「可為伺之通事」

「可為伺之通」

�「一昨年楠社造営被仰出、
追々名和・菊池等祭典モ可被
為挙行儀ニ付、招魂社ヘ配祀
之儀者不被及御沙汰候、尤癸
丑以来王事ニ斃候者等ハ御取
調中ニ付、追テ御沙汰可有之事」

�「華族百官神葬地所神祇官ヘ
御渡相成居候間、招魂社内ヘ
埋葬且小社取建之儀、不被及
御沙汰候事」

「可為伺之通事」

「可為伺之通事」

―

「御附紙 可為伺之通」（付札無
し）

「御附紙 可為伺之通」（付札無
し）

「伺之通」

「伺之通」（別紙に付札）

「除隊之兵員、於其省当人江直
帰籍印鑑相渡、其旨管轄之府藩
県庁江可相達事」

「御場所御手薄ニ付番兵是迄之
通差置候事」

「増上寺之儀、是迄通之体裁ニ
候ハヽ差閊無之候、上野之義者
外御都合も有之候ニ付、自余之
地相撰可伺出候事」

用紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

太政官八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

無地紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

無地紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙
（別紙は無地紙）

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

作成者→宛先

兵部省→弁官

兵部省→弁官

―

兵部省→弁官

弁官→兵部省

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

―

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

―

兵部省

兵部省

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

作成日

３月１９日

３月２７日

―

４月８日

４月９日

４月８日

４月１０日

４月１０日

―

４月１３日

―

４月
（追而書の後
に異筆で４月
４日と記す）

４月１９日

庚午４月２４日

―

４月

庚午４月

庚午４月２７日

４月

庚午４月２９日

庚午５月８日

庚午５月２２日

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１
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←〈例２〉

受付掛

受付掛

―

�受付掛
�受付掛
�受付掛

―

受付掛

―

受付掛

受付掛

―

受付掛

―

受付掛

受付掛

―

受付掛

受付掛

受付掛

受付掛

「刑部省ヘ者先達中御達相成、
東京府ヘハ今般相達置候事」

「大手下明屋敷在来之建物修繕
而已之様兼而申出ニ付、其旨土
木司江相達置候処、今般申出之
趣ニテハ全新規取建候ヶ所モ不
少様相見候ニ付、委細図面ヲ以
新規取建之廉者更ニ伺出可申
事」

「総而伺之通下賜候事」

�「追テ何分御沙汰可有之事」
�「当分之処先可為是迄之通
事」

�「時々相場ヲ以相渡シ候事」

「伺之通申付又ハ差免候事ト相
認候事」

「伺之通東京府ヘ相達置候間、
同府打合可取計候事」

「伺之通、但不都合之次第柄可申
出事」

「伺之通」

「喇叭稽古差免候而不苦候事」

「附紙 伺之趣兵部省ヘ相達置
候事」（付札無し）

「伺之趣難相成候事」

「御門鑑札同様処置可致事」

「伺之通」

「可処斬罪事」

―

「伺之通取計候様角田県江被仰
付候間、此段相達候事」

「追而何分之御沙汰可有之事」

「献言等之儀者格別之事ニ候得
共、鉄道之儀ニ付再議之次第も
有之云々申立候儀如何之事ニ候、
兼而御決定之儀候間、富士艦宿
陣所之儀ハ早々東京府ヘ可引渡、
尤代地入用候ハヽ土地相撰可申
出事」

「可為伺之通事」

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

太政官八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

糺問司八行罫紙

兵部省八行罫紙
（別紙は按察府
八行罫紙）

兵部省八行罫紙
（別紙も同じ）

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

若松県→弁官
伝達所

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

国蔵→糺問司
（上の関連書
類）

兵部省→弁官
（別紙は按察
府→兵部省）

兵部省→弁官
（別紙は正親
町陸軍少将ほ
か９名より）

兵部省→弁官

兵部省→弁官

庚午５月２５日

庚午５月１７日

庚午５月

庚午５月２３日

庚午６月３日

庚午６月１４日

庚午６月１４日

庚午６月

庚午６月１７日

庚午６月

庚午６月２５日

庚午６月２２日

庚午６月２９日

庚午５月２３日

明治３庚午歳
６月２２日

庚午６月２８日
（別紙は庚午
６月）

庚午７月５日
（別紙は庚午
６月）

庚午７月４日

庚午７月９日

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０
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受付掛

受付掛（付
札に完全な
印、罫紙上
部の割印跡
と矛盾）

受付掛

受付掛

受付掛

受付掛

�受付掛
�受付掛

受付掛

受付掛

受付掛

受付掛

受付掛

受付掛

受付掛

受付掛

受付掛

受付掛

�受付布告
掛ヵ

�受付布告
掛

�受付布告
掛

�受付布告
掛

�受付布告
掛ヵ

�受付布告
掛

（かすれ）

「可為伺之通事」

「伺之趣ヲ以テ御褒詞并羽重壱
疋被下候間、大蔵省ゟ受取、於
其省可取計事」

「伺之通可申付事」

「伺之趣外務省ヘ相達置候間、
同省江引合可有之事」

「慰労金被下候儀ハ不被及御沙
汰候、破損所取繕遣シ候カ又ハ
営繕料相渡候様、於其省可取計
事」

「伺之通」

�「下ヶ札可為伺之通事」
�「本条軍艦云々出帆之節差止
候儀ハ地方官之任ニ有之、既
ニ其旨相達置候、兵威云々之
処置ハ地方官ヨリ報知之上取
計候儀ニ候事」

（��ともに下げ札に対する指
令）

「伺之趣、追而御定格相立候迄
ハ、先ツ可為是迄之通事」

「伺之通」

「申出之通於其省可取計事」

「不被及御沙汰候事」

「伺之通」

「三職ヨリ艦長以上懇諭之儀ハ
可為伺之通事」

「伺之通」

「伺之通」

「別紙大蔵省見込之通ニ候事」

「可為伺之通事」

�「伺之通」
�「伺之通」
�「伺之通」
�「伺之通、但自今非常出火之
節ハ不及下座候事」

�「以下四点共伺之通」
�「大手御門坂下御門内之諸番
所ハ下座規則是迄之通たるへ
く、其余外桜田見付始諸見附
ハ親王大臣伯大納言可致下座
事、但下座之式、下座敷江下
リ候迄ニ而、平伏ニ者不及候
事」

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

太政官→兵部
省
（規則書）

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

―
（規則書
「諸御門警戒
兵規律」）

庚午７月８日

庚午７月１０日

庚午７月１３日

庚午７月１７日

庚午７月１７日

庚午７月１８日

庚午７月

庚午８月２日

庚午８月２日

庚午８月２４日

庚午８月５日

庚午８月５日

庚午８月６日

庚午８月７日

庚午８月１０日

庚午９月２日

庚午９月１４日

―

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８
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受付掛

―

―

受付布告掛

受付掛

受付掛

受付掛

―

―

受付掛、山
口、中村

受付掛

受付掛

―

�―
�―
�―
�受付布告
掛

受付掛

受付掛

弁官印

弁官印

弁官印

弁官印

弁官印

「伺之通」

「非常平常関門於て難見分、其
省儀ハ特例ヲ以テ省印ニテ通行
相成候事ニ付、可為従前之通、
名前理之儀ハ他江響合候間不相
成候事」

「転任之儀昨日相達置候事」

「兵制之儀篤与御取調之上一定
ニ可被仰付候間、当分見合置可
申事」

「可為伺之通事」

「可為伺之通事」

「可為伺之通事」

「伺之通被差免候事」

「半限ニ而除服出仕可被仰付候
事」

「乞公議」

「口書相副、刑部省ヘ引渡可申
事」

「伺之通」

―
（口達による指令を�にメモ）

�「追而御沙汰可有之事」
�「伺之通」
�「大蔵省掛合之上御沙汰可有
之事」

�「追而御詮議可相成候事」

「伺之通」

「可為伺之通事」

「可為伺之通事」

「伺之通」

「可為伺之通事」

「可為伺之通事」

「御賞与之禄被召揚候事」

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

無地継紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

�無地小紙
�太政官八行罫
紙

�無地継紙（�
に挟み込み）

無地継紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙
（別冊は太政官
日誌抜粋）

兵部省大坂出張
所八行罫紙

兵部省八行罫紙

太政官八行罫紙

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省丞→弁
官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

�「寺西大録
誌」

�―（藩制案
か）

�兵部省

兵部省

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

大坂兵部省出
張所→根省
（東京本省）

兵部省→弁官

庚午８月２５日

庚午９月２７日

庚午９月２８日

（明治２年ヵ）
１０月２８日

庚午９月１５日

庚午９月２９日

庚午９月２９日

庚午１０月２日

庚午１０月３日

庚午１０月３日

庚午１０月４日

庚午１０月１０日

�（明治３年）
１０月１９日
�（明治３年）
�（明治３年）
９月４日

（明治２年）
１０月２５日

庚午１０月２８日

（明治３年ヵ）
１０月２５日

庚午閏１０月２８
日

庚午閏１０月

庚午閏１０月

庚午閏１０月２２
日

庚午１２月４日

５９

６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９
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も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
表
題
通
り
、
兵
部
省
の
上
申
書
で
太
政
官
の
「
御
指

令
済
」
の
も
の
を
ま
と
め
た
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。
指
令
付
札
に
は
朱
印
を
押
す

の
が
原
則
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
印
は
上
申
書
の
本
紙
と
の
間
で
割
印
に

な
っ
て
い
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
明
治
三
年
の
簿
冊
の
中
に
、

月
日
の
み
が
記
載
さ
れ
た
明
治
二
年
の
文
書
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
御

指
令
済
書
類
」
と
い
う
簿
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
一
定
の
時
間
が
経
っ
て
か

ら
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
陸
軍
省
へ
の
移
管
後
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
簿

冊
に
ま
と
め
る
際
の
文
書
上
部
の
裁
断
に
伴
う
処
置
か
、
付
紙
を
一
度
剝
が
し
、

影
響
の
な
い
位
置
に
貼
り
直
し
て
い
る
場
合
も
多
い
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
中
に
、「
公
文
録
」
収
録
文
書
と
対
応
す
る
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
、【
写
真
２
】
に
示
し
た
〈
例
１
〉〈
例
２
〉
は
、【
写
真
３
】
に
示
し
た

〈
例
１
〉〈
例
２
（
２１
）〉
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
書
き
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

指
令
の
文
面
の
み
や
、
そ
れ
に
加
え
て
「
付
紙
」
と
い
う
形
態
の
説
明
の
み
が
朱

書
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
原
物
が
参
照
さ
れ
た
か
、
兵
部
省
で
別
に
書
き
留

め
た
も
の
か
ら
写
さ
れ
た
か
、
判
断
が
つ
か
な
い
。
し
か
し
、
指
令
付
札
の
形
態

が
図
示
あ
る
い
は
再
現
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
原
物
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
と
言
え
る
。

こ
の
指
令
付
札
が
付
い
た
上
申
書
は
、【
写
真
２
】
の
〈
例
３
〉
の
よ
う
に
陸

軍
省
提
出
文
書
以
外
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
省
使
府
県
に
そ
の
原
物
が
残

さ
れ
て
お
り
、「
公
文
録
」
副
本
に
は
そ
れ
ら
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
写
し
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
指
令
付
札
の
原
物
か
ら
は
指

令
の
日
付
が
分
か
ら
な
い
の
に
対
し
、「
公
文
録
」
で
は
日
付
が
書
き
込
ま
れ
た

指
令
も
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
史
料
が
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
史
料
�
の
「
辛
未
七
月
」
付
で
太
政
官
か
ら
兵
部
省
へ
出
さ
れ
た
達

の
冒
頭
に
、「
七
月
五
日
」
と
い
う
日
付
の
記
載
が
あ
る
こ
と
を
見
て
も
（【
写
真

弁官印

弁官印

弁官印

―

弁官印

―

―

弁官印

弁官印

―

弁官印

※ 作成日は漢数字を算用数字に改めた以外は史料の表記通り。（ ）内の年代は推定。表の順番
は簿冊収録順。

「不被及御沙汰候事」

「伺之通」

「可為伺之通事」

―

「外国人御城門通行之儀、公使
参朝之外都而不相成、尤別ニ用
向有之通行之節ハ、其時々御沙
汰ニ相成候事」

―

―

「判任以下ハ伺之通、奏任以上
ハ当官ヘ可願出候事」

「伺之通」

―

「可為伺之通事、時刻之儀ハ第
八字御揃、第九字御出御之事」

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

無地紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省八行罫紙

太政官八行罫紙

兵部省八行罫紙

兵部省→弁官

兵部省→弁官

兵部省→弁官

―（「信旗・信
灯」の図）

兵部省→弁官

兵部省→弁官

→下東鎌吉・
二村梶馬

兵部省→弁官

兵部省→弁官

弁官→兵部省

兵部省→弁官

庚午１１月４日

庚午１１月

庚午１１月１４日

―

庚午１１月１４日

庚午１２月４日

午４月（上の
添付資料か）

庚午１２月９日

庚午１２月２４日

庚午１２月２５日

庚午１２月２６日

８０

８１

８２

８３

８４

８５

８６

８７

８８

８９

９０
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【写真３】写真２に対応する「御指令済書類」（明治三年）収録文書

〈例１〉

〈例２〉
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４
】
（
２２
））、
日
記
な
ど
省
内
で
書
き
留
め
た
記
録
類
も
重
要
な
資
料
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
冒
頭
の
日
付
の
記
載
は
、
正
本
で
は
達
そ
の
も
の
の
日
付

に
書
き
足
さ
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
（【
写
真
４
】）、
同
様
の
措
置
は
「
公
文
録
」

の
中
で
ま
ま
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
写
真
２
】〈
例
３
〉
の
「
弁
官
之
印
」
が
史
料
�
と
同
じ
「
弁
官
印
」
で
あ
っ

た
と
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
指
令
付
札
に
押
さ
れ
た
印
は
三
種
類
で
あ
る
。

こ
の
印
の
変
遷
を
明
治
三
年
の
「
御
指
令
済
書
類
」（【
表
２
】）
か
ら
窺
う
と
、

指
令
日
が
不
明
で
あ
る
た
め
多
少
前
後
す
る
も
の
も
あ
る
が
、「
受
付
布
告
掛
」

（
丸
印
）
↓
「
受
付
掛
」（
丸
印
）
↓
「
弁
官
印
」（
方
印
）
と
変
化
し
た
様
子
が
見

て
取
れ
る
。
そ
し
て
【
表
２
】
を
見
る
限
り
、
明
治
三
年
の
五
月
頃
に
「
受
付
布

告
掛
」
印
か
ら
「
受
付
掛
」
印
へ
、
同
年
十
月
末
か
ら
閏
十
月
に
か
け
て
の
時
期

に
、「
受
付
掛
」
印
か
ら
「
弁
官
印
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な

る
の
が
、
同
年
七
月
十
八
日
付
の
�
の
付
紙
に
は
、
時
期
的
に
「
受
付
掛
」
印
が

押
さ
れ
て
い
て
し
か
る
べ
き
と
こ
ろ
、
実
際
に
は
「
弁
官
印
」
が
押
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
�
の
原
本
は
「
御
指
令
済
書
類
」
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

関
連
史
料
を
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
事
情
を
推
測
し
て
み
た
い
。

ま
ず
上
申
書
の
日
付
を
疑
っ
て
み
る
と
、「
七
月
」
は
「
十
一
月
」
の
よ
う
に

も
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
�
の
後
半
部
分
に
関
わ
る
、
兵
学
寮
教
官
の
官
名
を
定

め
る
兵
部
省
宛
て
太
政
官
達
が
、
同
年
八
月
八
日
に
出
て
お
り
（
２３
）、
�
の
上
申
書
の

日
付
は
「
七
月
」
と
読
む
の
が
妥
当
で
あ
る
。
加
え
て
、
上
申
書
後
半
部
分
に
つ

い
て
は
、
太
政
官
達
の
形
で
指
令
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
次
に
、
上
申
の

日
か
ら
か
な
り
遅
れ
て
指
令
が
出
さ
れ
た
場
合
を
考
え
る
と
、
�
の
庚
午
（
明
治

三
年
）
十
月
付
の
兵
部
省
上
申
書
の
冒
頭
に
、「
過
日
軍
医
寮
之
儀
申
立
候
処
、

其
節
如
何
之
次
第
ニ
有
之
候
哉
、
御
許
容
難
相
成
段
御
付
紙
相
成
」
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
軍
医
寮
に
関
す
る
兵
部
省

〈正本〉

【写真４】「軍医寮設立伺」⑫の副本と正本

〈副本〉
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の
上
申
に
対
し
て
、
こ
の
時
点
で
既
に
却
下
の
指
令
が
付
紙
で
出
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
【
表
２
】
を
見
る
と
、
明
治
三
年
十
月
二
十
八
日
の
兵
部

省
上
申
に
対
す
る
指
令
付
札
に
は
、
未
だ
「
受
付
掛
」
の
丸
印
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
�
の
作
成
日
が
十
月
末
日
（
小
の
月
で
あ
る
た
め
二
十
九

日
）
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
過
日
」
の
上
申
に
対
す
る
指
令
付
札
に
「
弁
官

印
」
が
押
さ
れ
る
可
能
性
、
す
な
わ
ち
こ
の
指
令
付
札
が
�
の
付
札
で
あ
る
可
能

性
は
、
非
常
に
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
点
で
軍
医
寮
に
関
し
て

は
既
に
却
下
の
指
令
が
出
さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
の
後
に
敢
え
て
以
前
の
上
申
書

（
�
）
に
却
下
の
指
令
を
出
す
と
い
う
こ
と
も
考
え
に
く
い
。

そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
�
の
明
治
四
年
正
月
二
十
七
日
の
兵
部
省
上
申
が
、

軍
医
寮
設
置
願
い
に
対
す
る
「
軍
医
病
院
之
名
称
ニ
而
取
広
メ
可
申
段
、
御
附
紙

御
沙
汰
」
を
受
け
て
出
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
指
令
は
何
故
か
�
に
対
す

る
指
令
の
前
半
と
同
文
で
あ
る
。
実
は
�
の
直
前
で
あ
る
明
治
四
年
正
月
十
四
日

に
兵
部
省
が
弁
官
に
宛
て
た
上
申
書
が
存
在
し
、
そ
の
上
申
書
に
対
し
て
こ
の
指

令
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
上
申
書
は
軍
医
寮
の
箇
所
を
抜
粋
の
上
で
「
太
政
類

典
」
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
（
２４
）、
指
令
付
札
付
き
の
原
本
が
明
治
四
年
の
「
御
指

令
済
書
類
」
に
残
さ
れ
て
い
る
（
２５
）。
原
本
を
見
る
と
、
本
紙
と
別
紙
に
分
か
れ
、
別

紙
に
一
つ
書
き
で
要
求
事
項
を
並
べ
る
と
い
う
形
態
や
内
容
か
ら
し
て
、
大
阪
出

張
所
の
要
求
を
東
京
の
本
省
が
弁
官
に
願
い
出
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
六
ヶ
条

の
要
求
事
項
の
う
ち
二
ヶ
条
目
が
軍
医
寮
の
設
置
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
当
該

箇
条
を
抜
き
出
す
と
左
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
軍
医
寮
御
設
相
成
度
事

右
者
兵
員
増
加
ニ
従
而
病
院
広
大
相
成
候
ハ
勿
論
之
事
ニ
而
、
西
洋
各
国

ニ
而
モ
軍
事
病
院
別
段
之
義
ニ
而
、
実
ニ
至
重
之
義
ニ
付
、
寮
頭
ヲ
置

漸
々
規
律
ヲ
相
立
申
度
ニ
付
、
此
段
御
許
容
相
成
度
事
、
依
而
寮
頭
緒
方

中
典
医
被

仰
付
度
事

同
人
義
ハ
ボ
ー
ト
イ
ン
ニ
随
従
直
伝
ヲ
受
候
旁
方
今
至
当
之
人
物
与
奉
存

候
事

指
令
付
札
は
箇
条
ご
と
に
付
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
二
ヶ
条
目
に
対
す
る
指
令
が

ま
さ
に
、「
軍
医
病
院
ノ
名
称
ニ
而
取
広
メ
可
申
、
寮
ノ
名
ハ
難
被
及
御
採
用
候

事
」
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
指
令
付
札
に
は
「
弁
官
印
」
が
押
さ
れ
て
い
る

（【
写
真
５
】
（
２６
））。
す
な
わ
ち
、
こ
の
指
令
と
同
じ
文
面
・
印
を
持
つ
指
令
付
札
が
、

�
に
は
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
よ
り
、「
公
文
録
」
編
纂
の
過
程
で
、
明
治
四
年
正
月
十
四
日
の

兵
部
省
上
申
に
対
す
る
指
令
付
札
を
書
き
写
し
た
紙
片
が
、
誤
っ
て
�
に
付
け
ら

れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
上
申
書
の
本
紙
に
書
き
込
ま
れ
た
指
令

と
異
な
り
、
指
令
付
札
に
は
剝
離
や
貼
付
間
違
い
の
危
険
性
が
付
き
ま
と
う
た
め
、

陸
軍
省
で
謄
写
さ
れ
る
際
、
あ
る
い
は
太
政
官
記
録
課
で
編
纂
さ
れ
る
際
に
、
上

申
書
本
紙
と
指
令
付
札
の
対
応
関
係
が
混
乱
し
た
と
い
う
こ
と
は
有
り
得
る
。
そ

【写真５】明治四年正月十四
日の弁官宛て兵部省上申書
二ヶ条目への指令付札
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の
一
方
で
、
編
纂
時
の
過
誤
で
は
な
く
決
裁
時
の
文
書
処
理
方
法
に
起
因
す
る
可

能
性
も
捨
て
切
れ
な
い
。
し
か
し
、
明
治
政
府
最
初
期
の
決
裁
過
程
や
文
書
処
理

方
法
に
は
不
明
な
点
が
多
く
、
そ
の
解
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
�
の
上
申
書
と
指
令
の
対
応
関
係
に
疑
義
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
こ
の
史
料

は
、
そ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
の
利
用
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、「
軍
医
寮
設
立
伺
」
を
題
材
に
、
そ
の
他
の
「
兵
部
省
伺
」
収
録

文
書
や
防
衛
省
防
衛
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
兵
部
省
時
代
の
一
次
史
料
も
参

照
し
な
が
ら
、
皇
城
火
災
以
前
の
時
期
の
「
公
文
録
」
の
性
格
を
検
討
し
て
き
た
。

あ
ら
ゆ
る
史
料
に
当
て
は
ま
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
当
該
期
の
「
公
文
録
」
は
特

に
、
史
料
と
し
て
の
可
能
性
と
限
界
を
見
極
め
た
上
で
利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
史
料
群
で
あ
る
。
本
稿
が
そ
の
性
格
を
理
解
す
る
た
め
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

註（
１
）
東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
学
百
年
史

通
史
一
』（
東

京
大
学
、
一
九
八
四
年
）、
二
二
五
頁
。
そ
の
他
、
医
学
史
・
医
療
衛
生
史

の
文
脈
に
お
い
て
軍
医
寮
設
置
を
取
り
上
げ
た
研
究
と
し
て
、
神
谷
昭
典

『
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
―
維
新
政
権
と
医
学
教
育
―
』（
医
療
図
書
出

版
社
、
一
九
七
九
年
）
第
六
章
「「
兵
制
論
争
」
と
軍
医
部
編
成
」、
酒
井
豊

「
兵
部
省
軍
医
寮
設
置
と
大
学
東
校
」（『
東
京
大
学
史
紀
要
』
五
、
一
九
八

六
年
）、
深
瀬
泰
旦
「
軍
医
寮
発
足
の
さ
い
に
み
ら
れ
た
東
校
と
兵
部
省
の

確
執
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
一
―
四
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
２
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
録
」
明
治
四
年
・
第
二
十
五
巻
・
辛
未
七

月
・
兵
部
省
伺
、
第
七
号
。

（
３
）
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
五
巻
（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
五
年
）、
大
久
保
利
謙
執
筆
「
公
文
録
」
の
項
目
。
ま
た
、「
公
文

録
」
の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
中
野
目
徹
『
近
代
史
料
学
の
射
程
―
明

治
太
政
官
文
書
研
究
序
説
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
一
章
「「
公
文

録
」
と
「
太
政
類
典
」」
を
参
照
。

（
４
）
中
野
目
徹
「
近
代
太
政
官
文
書
の
形
成
過
程
―
明
治
六
年
皇
城
炎
上
と

「
公
文
録
」
の
編
纂
―
」（
明
治
維
新
史
学
会
編
『
明
治
維
新
と
史
料
学
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
５
）
以
下
は
、
前
掲
中
野
目
「
近
代
太
政
官
文
書
の
形
成
過
程
―
明
治
六
年
皇

城
炎
上
と
「
公
文
録
」
の
編
纂
―
」
に
拠
る
。

（
６
）
同
前
、
一
二
七
頁
。

（
７
）
「
公
文
録
」（
副
本
）・
明
治
四
年
・
第
二
十
五
巻
・
辛
未
七
月
・
兵
部
省

伺
、
第
七
号
。

（
８
）
緒
方
惟
準
（
一
八
四
三
―
一
九
〇
九
）：

蘭
学
塾
「
適
々
斎
塾
」（
適
塾
）

を
開
い
た
緒
方
洪
庵
の
次
男
と
し
て
大
坂
に
生
ま
れ
る
。
通
称
は
洪
哉
。
長

崎
で
ポ
ン
ペ
・
ボ
ー
ド
イ
ン
ら
に
学
ん
だ
後
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）、

洪
庵
死
去
に
よ
り
江
戸
に
赴
き
、
幕
府
の
西
洋
医
学
所
教
授
と
な
る
。
元
治

元
年
（
一
八
六
四
）、
医
学
伝
習
の
命
を
受
け
て
長
崎
養
生
所
に
赴
き
、

ボ
ー
ド
イ
ン
に
師
事
し
た
。
そ
の
後
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
た
が
、
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
に
帰
国
、
同
年
九
月
に
新
政
府
の
徴
士
・
典
薬
寮
医
師
、
十

月
に
大
病
院
取
締
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
明
治
二
年
二
月
、
大
阪
仮
病
院
お
よ
び

伝
習
の
御
用
を
命
ぜ
ら
れ
、
九
月
に
宮
内
中
典
医
に
任
命
さ
れ
、
同
三
年
二

月
十
八
日
に
軍
事
病
院
兼
勤
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
明
治
五
年
二
月
二
十
四
日
に
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は
陸
軍
二
等
軍
医
正
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
中
山
沃
『
緒
方
惟
準
伝
―
緒
方

家
の
人
々
と
そ
の
周
辺
―
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
お
よ
び
国
史

大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
二
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八

〇
年
）、
大
塚
恭
男
執
筆
「
緒
方
惟
準
」
の
項
目
を
参
照
。

（
９
）
写
真
は
筆
者
撮
影
。

（
１０
）
田
口
慶
𠮷
「
近
代
太
政
官
文
書
の
様
式
に
つ
い
て
」（『
北
の
丸
』
一
九
、

一
九
八
七
年
）、
三
七
―
三
九
頁
。
た
だ
し
、
十
三
行
罫
紙
に
改
定
さ
れ
て

か
ら
も
、
天
皇
へ
の
上
奏
用
紙
と
太
政
官
か
ら
各
院
省
使
等
へ
の
内
達
書
に

は
、
太
政
官
の
鳥
の
子
十
行
罫
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

（
１１
）
「
本
省
文
官
服
制
ノ
儀
伺
」（「
公
文
録
」（
副
本
）・
明
治
四
年
・
第
二
十

三
巻
・
辛
未
五
月
・
兵
部
省
伺
、
第
十
六
号
）。

（
１２
）
陸
軍
軍
医
団
編
纂
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
』（
一
九
一
三
年
）、
一
四
頁
。
凡

例
に
は
典
拠
史
料
に
つ
い
て
、「
本
史
ハ
法
令
全
書
ヲ
経
ト
シ
、
陸
軍
省
医

務
局
保
存
ノ
記
録
ヲ
緯
ト
シ
、
其
ノ
他
陸
軍
達
全
書
・
日
備
提
要
等
ノ
文
書

ヲ
渉
猟
シ
テ
、
以
テ
明
治
初
年
以
来
同
四
十
四
年
十
二
月
ニ
至
ル
陸
軍
衛
生

制
度
ノ
沿
革
ヲ
叙
述
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
１３
）
前
掲
酒
井
「
兵
部
省
軍
医
寮
設
置
と
大
学
東
校
」、
五
頁
。

（
１４
）
「
石
井
少
博
士
外
一
名
大
坂
病
院
出
張
申
立
」（「
公
文
録
」
明
治
三
年
・

第
三
十
三
巻
・
庚
午
十
月
〜
閏
十
月
・
兵
部
省
伺
、
第
六
号
）。

（
１５
）
「
島
村
少
博
士
大
坂
出
張
申
立
」（
同
前
、
第
七
号
）。

（
１６
）
「
公
文
録
」（
副
本
）・
明
治
三
年
・
第
三
十
三
巻
・
庚
午
十
月
〜
閏
十

月
・
兵
部
省
伺
、
第
六
号
、
第
七
号
。

（
１７
）
「
千
代
田
形
艦
ニ
テ
号
砲
打
方
ノ
儀
伺
」（「
公
文
録
」（
副
本
）・
明
治
三

年
・
第
二
十
九
巻
・
庚
午
四
月
〜
五
月
・
兵
部
省
伺
、
第
十
四
号
）
所
収
。

写
真
は
筆
者
撮
影
。

（
１８
）
「
第
四
大
隊
二
番
小
隊
兵
卒
八
三
郎
処
刑
伺
」（「
公
文
録
」（
副
本
）・
明

治
三
年
・
第
三
十
巻
・
庚
午
六
月
〜
七
月
・
兵
部
省
伺
、
第
十
四
号
）
所
収
。

写
真
は
筆
者
撮
影
。

（
１９
）
「
諸
御
門
無
鑑
札
者
通
行
差
留
ノ
儀
伺
」（「
公
文
録
」（
副
本
）・
明
治
四

年
・
第
十
九
巻
・
辛
未
一
月
・
兵
部
省
伺
、
第
二
十
二
号
）
所
収
。
写
真
は

筆
者
撮
影
。

（
２０
）
「
明
治
３
年

御
指
令
済
書
類
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
、
兵
部
省
―

雑
―M

3

―2

―2

）、「
明
治
４
年

御
指
令
済
書
類
」（
同
所
所
蔵
、
兵
部
省
―

雑
―M

4

―5

―10

）。

（
２１
）
「
明
治
３
年

御
指
令
済
書
類
」、
〇
一
九
四
―
〇
一
九
五
（
例
１
）、
〇

二
六
一
―
〇
二
六
二
（
例
２
）。
写
真
は
、
防
衛
研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン

タ
ー
所
蔵
の
原
本
を
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
。
な
お
、
当
該
箇
所
の
画
像
は
、

JA
CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.C

10070798400

（
例
１
）、

C
10070800300

（
例
２
）
に
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
２２
）
副
本
の
写
真
は
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
、
正
本
の
写
真
は
国
立
公
文
書
館

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
の
一
部
で
あ
る
。

（
２３
）
「
公
文
録
」
明
治
三
年
・
第
三
十
二
巻
・
庚
午
九
月
・
兵
部
省
伺
、
第
十

一
号
。
副
本
も
参
照
。

（
２４
）
「
兵
部
省
軍
医
寮
ヲ
設
置
セ
ン
事
ヲ
請
フ
之
ヲ
允
サ
ス
病
院
ノ
名
ヲ
以
テ

事
務
ヲ
拡
張
セ
シ
ム
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
太
政
類
典
」
第
一
編
・
慶

応
三
年
〜
明
治
四
年
・
第
百
六
巻
・
兵
制
・
陸
海
運
官
制
、
第
七
十
九
号
）。

（
２５
）
「
明
治
４
年

御
指
令
済
書
類
」JA

CA
R
:C
10070868000

、C
100708

68100
。

（
２６
）
写
真
は
、
防
衛
研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
「
明
治
４
年

御
指

令
済
書
類
」
の
原
本
を
、
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
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﹇
付
記
﹈
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP

14
J10237

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。
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